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《 概 要 》 

プラスチック・ゴム・塗膜・油・添加剤といった有機物の構造推定や同定を行う装置です。微量

試料を高温で瞬間的に熱分解させ、発生したガスを分析することで、不溶性・難揮発性の有機物も

前処理を行うことなく分析でき、未知の微量・混合有機物の定性分析に適しています。 

 

《 装置外観 》                  《 仕 様 》 

熱分解装置 

熱分解温度 ～1050℃ 

測定試料 固体または液体 

ガスクロマトグラフ 

恒温槽温度 ～450℃ 

カラム UA+-5 30m×0.25mm×0.25µm 

質量分析計 

飛行時間型 EI 法 m/z 4-6000 

データシステム 

 NIST 

 F-Search System 

  msFineAnalysis AI 

 

 

 

《 用途例 》 

  プラスチック・ゴム・塗膜・添加剤の成分分析  機械・繊維製品の付着油の分析 
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《 測定例 》 

・ポリエステル糸の熱分解測定データ （上段左）クロマトグラム  

（上段右）5.46 min のマススペクトルにおける 

熱分解生成物を Vinyl Benzoate と同定 

                  （下段）熱分解生成物から元の材質を PET と同定 
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